アンケート結果
シンポジウム当日、来場者全員を対象にしたアンケートを実施しました。
アンケート回答者数　１９５名（来場者数　２５１名）
Ⅰ　ご自身のことについてお答えください。
（１）性別
	男性
	４３
	

	女性
	１２９
	（回答数１７２）


（２）年齢

	１０歳代
	０
	

	２０歳代
	１４
	

	３０歳代
	１９
	

	４０歳代
	４５
	

	５０歳代
	７２
	

	６０歳代
	３５
	

	７０歳以上
	８
	（回答数１９３）


（３）区分
	生協会員（一般消費者）
	１１２
	

	一般消費者
	２２
	

	食品関連事業者
	４２
	

	行政関係者
	９
	

	その他
	１
	（回答数１８６）


Ⅱ　今回のシンポジウムは何を通じてお知りになりましたか？（複数回答）
	シンポジウム案内チラシ
	３８

	大阪府ホームページ
	１７

	団体等からの紹介
	１１２

	メールマガジン
	３４

	友人から
	６

	その他
	６


Ⅲ　今回のシンポジウムに参加された理由は何ですか？（複数回答）
	ア．食品添加物についてよく知らなかったから。
	３０

	イ．食品添加物（主に着色料・保存料）について使用されている目的や必要性を知りたかったから。
	８０

	ウ．食品添加物に対する不安感を解消したかったから。
	２８

	エ．食品添加物による健康への影響を知りたかったから。
	８０

	オ．食品添加物の安全性がどのように検証されているか知りたかったから。
	９１

	カ．他の参加者の意見や考え方を聞きたかったから。
	７１

	キ．その他
	１２


Ⅳ　シンポジウムに参加された感想をお聞かせください。（回答数１９５）
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たいへんそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答


Ⅴ　シンポジウムに対する主なご意見・ご感想
・添加物も食材には必要なものということが確認できました。むやみに影響を心配するのではなく、うまく利用していくほうが大事だと思いました。
・食の安全をもっと色んな面から知っていきたいと思います。少しは添加物も必要なのかなあと思える様になりました。
・平素の不安を解消するのにはこの様なシンポジウムに参加することは大変良いことだと思う。
・メーカー側の考え方が聞けてよかった。着色料の使用が消費者の好みといわれるのは少しちがうと思った。
・パネリストの方々にもっと活発に討議してほしかった。会場の意見も聞きたかった。
Ⅵ　食に関することで、今後、取り上げてほしいまたは気になっていること（主なご意見）
・遺伝子組み換え食品について。どれだけ市場に出回っているか。
・健康食品（サプリメント）について。効能など。
・今後の日本の食のあり方、グローバル化や環境などからくる不安。自給率や食物廃棄の問題。
・消費期限、賞味期限の決め方や違い。
・食品の表示について。
・ゼロカロリー食品（糖分ゼロなどミルクたっぷりなのにカロリーゼロという商品）について。
・保存料・着色料以外の食品添加物。

・農薬や残留農薬の一律基準。

・輸入食品の検査状況など。
（人）





（１）保存料・着色料が使用される目的や必要性がわかった。





（２）日本で使用されている食品添加物の安全性は確保されている。





（３）これまでの食品添加物に対する不安が解消された。








（４）今後、食品添加物との付き合い方が変わる。
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